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令和８年４月７日 定例記者会見資料【保健給食課・子育て総務課】 

 

子育て支援施策の充実について 

 

１．栃木市立小中学校給食の完全無償化 【保健給食課】 

 （１）概要 

   令和 8年度における栃木市立小中学校の児童生徒の学校給食を無償化するもの。 

 

 （２）経緯 

   令和 3 年度から中学校及び高校への進学を控える保護者の経済的負担を軽減し、安

心して子どもを生み育てられる社会づくりに資するため、小学 6 年生及び中学 3 年生

の学校給食無償化を令和 7 年度まで継続しており、その間も、学校給食無償化の対象

拡大に向けて、国や県に対する要望等を継続して行ってきた。 

   そのようななか、令和 8 年度から国による公立小学校への支援や県による公立中学

校への支援が行われることとなり、本市においても、子育て世帯の負担軽減を図るた

め、国や県の支援を活用しながら、基準額を超える部分を市が負担することで、無償

化の対象を小中学校全学年へと拡大し、児童生徒の学校給食を完全無償化することと

した。 

 

 （３）事業内容 

  ① 本市の学校給食について 

  ② 無償化の制度設計について 

   ●給食の提供に係る額（１人あたり／月額） 

基準額 市負担額 計

小学校児童 5,200円 200円 5,400円

中学校生徒 5,900円 500円 6,400円
 

   ●予算内訳 

基準額分 物価高騰分

小学校児童 188,474,000円 188,474,000円 14,498,000円

中学校生徒 114,256,450円 114,256,450円 19,365,500円

計 188,474,000円 302,730,450円

市負担額

148,119,950円

国支援額 県支援額

 
※小学校児童の基準額を国と県が 1/2 ずつ負担し、中学校生徒の基準額を県と市が 1/2 ず

つ負担する。 
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  ③ 食物アレルギー等を持つ児童生徒について 

   令和 7 年度まで小学６年生及び中学３年生を対象に実施していた食物アレルギー等

対応食補助金の対象学年を小中学校全学年に拡大するとともに、食物アレルギー以外

の疾病や宗教上の理由で給食の提供を受けずに対応食を用意している児童生徒の保護

者の経済的負担の軽減を図っていく予定。 

   ●予算内訳 

    アレルギー等対応食補助金 5,246,000 円 

    （令和 7年度におけるアレルギー等及び宗教による対応者の数をもとに算出） 

 

２．赤ちゃん誕生祝金の拡充 【子育て総務課 地域子育て係】 

 （１）概要 

   本事業は、これまで第２子以降を対象として支援を行ってまいりましたが、第１子

の誕生を強力に後押しし、結婚・出産というライフステージの最初の段階を手厚く応

援するため、令和８年４月１日から、新たに「第１子」を支給対象に追加いたしまし

た。 

 

 （２）祝金の支援額 

第１子（新設） 10,000円

第２子 10,000円

第３子以降 20,000円
 

 

 （３）支給の対象 

  ・市内に住所を有し、新生児が誕生した保護者 

 

 （４）令和８年度予算 

第１子 2,600,000円 10,000円×260人

第２子 2,600,000円 10,000円×260人

第３子以降 2,600,000円 20,000円×130人

合計 7,800,000円
 

※その他消耗品費として 13,000 円を計上 

※財源は、子ども未来基金を活用いたします。 

 

 （５）支払いの方法等 

  ・出生届の際に申請書の提出をご案内しております。 

・申請期限は出生から６か月以内となります。 
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３．すくすく子育て応援事業の拡充 【子育て総務課 子育て総務係】 

 （１）事業目的 

変更前：出生時と概ね４か月時に紙おむつとおしりふきを支給することにより、子育て

世帯の経済的負担の軽減を図るとともに子育ての孤立化等による子育ての不

安や悩みを抱える子育て世帯に対し早期に必要な支援を行います。 

変更後：出生時に育児用品を購入できるクーポン券（「栃木市あかちゃんはじめのプレ

ゼント券」）を支給することにより、子育て世帯の経済的負担の軽減及び安心

して育児ができる環境の整備を図ります。また、地元経済の活性化と地域全体

での子育て支援を促進します。 

 

 （２）対象児童 

  ・令和８年４月 1日以降に出生した、市内に住所のある 1歳未満のこども 

 

 （３）事業内容変更の経緯 

   現物給付することで、子育てに必要な支援（紙おむつ、おしりふき）を確実に提供

することができていましたが、徐々に「おむつのメーカーが指定されているため自由

に選べない」「サイズが合わない」「荷物になり持ち帰るのが大変」「ミルクや衣類も支

援してほしい」などの意見が子ども・子育て会議の委員やふれあいトークに参加した

市民から寄せられていました。また、議会からも「紙おむつは複数のメーカーを用意

し、こどもに合った紙おむつを選択できるように改善すること」との提言がありまし

た。 

 

 （４）事業の変更内容 

変更前 変更後

配付内容
紙おむつSサイズ ２パック
紙おむつMサイズ ２パック
おしりふき ２セット

クーポン券
※紙おむつやおしりふき、粉ミルク
 など育児用品の購入に利用可能
※クーポン券取扱店として登録した
　市内事業者の店舗等で利用可能
※クーポン券に組み込まれた「お楽
　しみ券」を市内の公立地域子育て
　支援センター（６か所）に持参す
　ると、プチギフトと交換可能

支援額 10,000円相当 20,000円（1,000円券×20枚）

※クーポン券の準備に時間を要するため、概ね７月頃から配付予定です。 
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  （参考：市内の公立地域子育て支援センター一覧） 

   栃木市地域子育て支援センター    （とちぎコニュニティプラザ内） 

   栃木市地域子育て支援センターおおひら（大平みなみ児童館内） 

   栃木市地域子育て支援センターふじおか（藤岡保健福祉センター内） 

   栃木市地域子育て支援センターつが  （都賀よつば保育園内） 

   栃木市地域子育て支援センターにしかた（認定西方なかよしこども園内） 

   栃木市地域子育て支援センターいわふね（いわふね保育園内） 

 

 （５）令和８年度予算 

クーポン券 14,000,000円 20,000円×700人

プチギフト 231,000円    300円×700人×1.1

合計 14,231,000円
 

※その他印刷製本費として 400,400 円を計上 

※財源は、子ども未来基金を活用いたします。 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

保健給食課 学校給食係 

 担当：奈良部 

 電話：0282-21-2480 

子育て総務課 地域子育て係 

 担当：高橋 

 電話：0282-21-2222 

子育て総務課 子育て総務係 

 担当：須藤 

 電話：0282-21-2228 


